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 要  旨 
今日、私達の周りには数多くの機械が存在し、それらをうまく使いこなすことによってよ
り快適な生活を過ごすことができる。数多くの機械をうまく使いこなすためには、望む相互
作用を円滑に効率よく実行することが重要であり、そのためにインタフェース技術が重要と
なる。 
理想的なインタフェースとは、頭で考えるだけで、こちらの考えを伝えることが考えられ
る。その方法として、脳の活動を計測することが最も適切である。しかし、脳では非常に多
くの情報処理が行われており、脳から所望の情報だけを抽出することは、大掛かりな装置を
必要とするうえ困難である。これに対し、筋肉や神経といった末梢側では、脳に比べて機能
が分化されており、単純な情報処理しか行われておらず、計測が容易である。 
そのため本研究では、末梢系の生体情報として筋電を用いての入力法を検討する。筋電信
号は筋肉を動作させたときに発生する電気信号である。通常、信号計測には筋肉を動作させ
るために何らかの動作が伴うが、この動作は日常生活において不自然なものであり、日常の
生活をも阻害してしまう恐れがある。 
この問題を解決するために、本研究では、現在使われなくなったヒトの痕跡器官の退化筋
肉、耳を動かす筋肉“耳介筋”を用いた入力情報の取得を提案する。そのためにまず、退化
した筋肉である耳介筋から、筋電信号を取得できるのか確認する実験を行った。その結果、
14 名の被験者のうち、12 名の被験者が動作させることができた。その後、日常生活中に耳
介筋に影響を与えて、誤動作を誘発する可能性のある行動を特定し、その行動情報を除去す
る手法を実装した。その結果、多くの影響成分の除去に成功したが、除去精度を上げると入
力精度が下がってしまい、入力が困難になってしまった。入力精度を 100[%]得た場合の、無
動作時の誤動作率が 6~14[%]であった。 
さらに、耳介筋を動作させることによって表れる体の変化を示し、日常環境で使用した場
合に気付かれるかどうかの検討を行った。その結果、日常生活上では判別されにくく、また、
日常生活上で起こり得る変化と区別ができないとわかった。 
 
 
